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I.　は　じ　め　に

　近年，森林動態研究において，撹乱の果たす重要性が認
識されてきた。日本の森林では台風の影響が大きいといわ
れているが（中静・山本，1987），多雪斜面では雪崩も重要
な撹乱と考えられている（上野・林田，1999）。雪崩は滑り
面が地表面である全層雪崩と，積雪内部である表層雪崩に
大別される（小野寺，1990）。全層雪崩は斜面の移動の際に
岩石，土砂，なども運搬し林地を著しく破壊するため，崩
壊地の形成と拡大に関与する場合がある（小野寺，1979）。
　富士山は日本の最高峰でありながら，他の山岳の高山域
に分布するハイマツ（Pinus pumila）やガンコウラン（Empe-
trum nigrum），ミネズオウ（Loiseleuria procumbens）など
を欠いている。その原因としては富士山の成立が地質学的
に非常に新しいこと，近隣の高山域をもつ山岳地帯から距
離的に隔離した独立峰であること，山容が単純で，山中に
渓谷，湿原，湖水などがみられないこと，山体がたえず崩

壊，転移する岩石や，砂礫，火山灰からなり，安定した地
盤に乏しいことがあげられている（高木，1971）。富士山の
土壌は玄武岩由来のスコリアと呼ばれる多孔質砂礫と年代
約 1000～2000年の母岩が層構造をなしており（津屋，
1971；中村・小幡，1982），その斜面は安定性が低くしばし
ば雪崩を引き起こしている。
　雪崩による撹乱を受けた跡地では，長い年月を経過して
も植生の回復が滞っている場所がみられる。雪崩撹乱を受
けて裸地化した砂礫層は，非常に不安定で，植物の定着を
困難にする。また，この砂礫層は植物の生育にとって極端
な貧栄養環境であり，乾燥も著しい（広瀬・丸田，1976；
石川，1976）。このような不利な条件下で最初に定着できる
のは，不安定な地盤でも種子発芽および幼個体の定着がで
き，栄養不足や乾燥にも強い限られた先駆植物だけである。
表土や植物遺体のない堆積地では，風散布型の種子がとく
に重要な植生回復の材料であり，土石流の堆積地上にみら
れる遷移初期相の種のほとんどが翼のある長距離散布に適
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した種子をもつことが知られている（Dale, 1989；Naka-
shizuka et al., 1993）。富士山亜高山帯の裸地上には地衣類，
蘚苔類，オンタデ（Pleuropteropyrum weyrichii var. alpi-
num），イタドリ（Reynoutria japonica），ミネヤナギ（Salix 
reinii），カラマツ（Larix kaempferi），ダケカンバ（Betula 
ermanii），ミヤマハンノキ（Alunus maximowiczii）などを
主とする一次遷移初期相種が定着するのが一般的である
（高橋・梨本，1980）。
　亜高山帯の火山噴出物上における遷移研究では，カラマ
ツ林からの遷移によってシラベ林が成立し，さらにコメツ
ガ（Tsuga diversifolia）林へと遷移するとされている（前田
ら，1976；中村，1980；高橋・梨本，1980；Ohsawa, 1984；
Nakamura, 1985）。Yura（1988）は野外および実験下でカラ
マツおよびシラベの種子発芽調査を行い，カラマツにはシ
ラベより高い乾燥耐性があることを報告している。同様に，
Yura（1989）はカラマツの根の伸長速度が早いことを明ら
かにし，乾燥を避ける戦略をもっていることを示した。こ
れらのことは，カラマツが遷移段階初期種として撹乱跡地
に定着できる能力があることを表している。丸田（2000）
は，森林限界にみられるカラマツの樹形をその扁形化の程
度によって五つのタイプにわけ，矮性型として定着したカ
ラマツはそれより山頂側のカラマツが増えるにしたがって
環境緩和が進んで偏形型が軽減するとしている。これは種
子発芽後もカラマツは厳しい撹乱跡地での定着に有利な生
育特性をもっていることを示しているが，岡ら（1992）に
よると富士山の森林限界（2,400～2,700 m）にみられるカ
ラマツ低木林では，その埋土種子量が樹冠から離れると急
激に減少することから，種子が母樹からそれほど遠くにま
で飛ばないようである。すなわち，森林限界付近における
カラマツによる森林限界線の上昇は，それほど早くないこ
とが推察される。
　梨本・石井（1999）は，富士山の雪崩跡地において撹乱
要因としての雪崩発生時期，頻度や規模が異なる跡地で，
それぞれの条件に対応した植物群落が成立していると報告
している。その中で，雪崩によって林床が撹乱されなかっ
た場所では，多数のシラベ前生稚樹が残存しており，林冠
被害後の再生を担うと推定され，カラマツやダケカンバの
稚樹は雪崩による林冠破壊後に侵入した後生樹であること
が確認されている。また，梨本ら（1999）の報告では弱度
撹乱ではシラベ前生稚樹またはダケカンバ，中度撹乱では
ダケカンバ，強度撹乱ではカラマツによる再生が進むこと
が明らかにされている。
　強度撹乱を受けた立地において，その後引き続き起こる
表土の移動などが起こる場合には，カラマツの実生の定着
が滞る場合がみられる。より早い段階で撹乱跡地に侵入す
るといわれているイタドリは，根茎を張りめぐらすことに
よる地表面の安定化，有機物および窒素をはじめとする栄
養塩類の蓄積などの機能を有する（高木・丸田，1996）。そ
の結果として，他の植物の定着促進といった機能によって
貧栄養条件下である撹乱跡地における植生の発達に貢献し

ていると考えられている（高木・丸田，1996）。このことを
考慮して，本研究では富士山亜高山帯域において，雪崩に
よる撹乱から数十年経過した地点とごく最近雪崩が発生し
た地点を選定し，両地点に分布するイタドリがカラマツ実
生の発芽・定着に寄与するマイクロサイトとしてどのよう
に機能しているかを，イタドリの生育状況を加味して検討
することを目的とした。

II.　方　　　　　法

　1．調査地の概要
　調査地は，Fig. 1に示した富士山亜高山帯における富士
スバルライン御庭洞門付近で，植生の被害状況，再生群落
の分布状況および過去の調査結果（梨本・石井，1999；梨
本ら，1999；南ら，2000）を参考にし，雪崩発生年の異な
る 2カ所の雪崩跡地を選定した（調査地 Aおよび B）。
　調査地 A（標高約 2,170 m）として選定された雪崩撹乱跡
地は，雪崩発生から数十年経過している立地である。1962
年に撮影された航空写真にも雪崩跡が認められることよ
り，雪崩が生じたのは少なくとも 40年以上前であると推測
されている（南ら，2000）。撹乱跡地の斜面上部では傾斜角
約 14° であり，途中で 18° とやや急になるが，末端で再び
14° となる。この付近の土壌は主にスコリア礫によって形
成されており，撹乱地では地表面のリターがあまり発達せ
ず，不安定な状態になっている。立木としてカラマツがわ
ずかに点在し，ほかにシラベ，ナナカマド（Sorbus com-
mixta）も少数ながらみられる。低木ではミヤマハンノキ，
ミネヤナギなどが分布している。草本層ではコケモモ
（Vacci nium vitis-idaea）が優占し，イタドリなどの多年生

Fig. 1.　 Location map of Mt. Fuji. 

The study sites A and B were selected in avalanche disturbed areas 
around the treeline in the northern slope of the mountain flank.
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草本がまばらに生育しているにすぎない。多くは，ハイイ
ロキゴケ（Stereocaulon vesuvianum），ハナゴケ（Cladonia 
rangiferina），マキバエイランタイ（Cetraria ericetorum）
などの地衣類が優占する群落となっている。
　調査地 B（標高約 2,200 m）として選定された雪崩撹乱跡
地は，最近雪崩が発生した新しい撹乱跡地で，調査地 Aか
ら東に 700 m程度離れている。傾斜角は約 18° である。富
士スバルライン付近の雪崩を監視している山梨県道路公社
富士河口湖富士線有料道路管理事務所（私信）によると，
最近では 1998年 4月 14日に大規模な雪崩が発生し，2003
年 2月および 4月にも小規模な雪崩の発生が確認されてい
る。このことから調査地 Bは雪崩の頻発地であり，撹乱地
の地表面は非常に不安定で絶えず崩壊を繰り返していると
推測される。樹高数メートルに達するような立木は存在せ
ず，低木もみられない。草本層にイタドリが優占し，コケ
層にはシモフリゴケ（Racomitrium lanuginosum）やミヤマ
スギゴケ（Pogonatum alpinum），ハリスギゴケ（Poly tri chum 
piliferum）などの蘚苔類がわずかに生育している程度であ
る。
　2．調査コドラートの設置と植生状況
　両調査地でイタドリパッチが分布しているところを中心
にコドラート（5 m×5 m）を 10カ所ずつ設置し，各コド
ラート内に出現したすべての植物種を記録し，それらの被
度（％）を測定した。
　3．イタドリの個体数と外部形態
　各コドラート内に出現したイタドリの総個体数（パッチ
数）を記録し，それぞれのパッチサイズを測定した。パッ
チサイズは葉の広がりについて測定し，長径および短径か
ら平均値を求めた数値とした。イタドリは地下茎を伸ばし
栄養繁殖を行うため，地上部だけの観察だけでは同一個体
であるか判断が難しいが，丸田（1981）では地上部が明ら
かに離れているものは別個体であると報告しているため，
本研究でもそれに従った。
　4．イタドリパッチへのカラマツ実生の定着
　両調査地間で，イタドリのパッチがカラマツ実生のセー
フサイトとしての機能を有しているかを把握するために，
各コドラート内においてカラマツ実生が定着している場所
（マイクロサイト）を抽出した。抽出されたマイクロサイト
内に定着しているカラマツ実生の個体数，および節間数か
ら推定された樹齢を測定した。なお樹齢 4年生以上の個体
は主軸交代がみられるため確実な樹齢が判断できない。し
たがって，樹齢は当年生，2年生，3年生および 4年生以上
とした。
　5．砂礫の粒径
　両調査地の地表面を覆う砂礫の粒径分布を明らかにする
ため，0～5 cm（以下，表層），5～10 cm（以下，下層）の
各層ごとに砂礫を採取し（縦×横×深さ：20 cm×20 cm×
5 cm），各粒径毎の重量を測定した。砂礫の採取は，両調
査地において 1コドラートにつき 5カ所から行った。なお，
植生の被覆状況などから，コドラート内から砂礫採取がで

きないコドラートもあったため，両調査地とも 5コドラー
トとした。採取した礫は研究室に持ち帰りバットに広げ風
乾後，ふるいにかけ粒径 0.2 cm未満，0.2～1.0 cm，1.0～
3.0 cm，3.0～5.0 cm，5.0 cm以上の 5区分とした。各区分
ごとに乾燥重量を測定し，それぞれの含有率（％）とした。
　なお，砂礫の粒径の比較は，アークサイン変換後パラメ
トリック検定法（t-test）を用いて行った。
　6．学　　　名
　学名は，維管束植物は佐竹ら（1981，1982a, b，1989a, 
b），蘚苔類は岩月（2001），地衣類は吉村（1982）に従っ
た。

III.　結　　　　　果

　1．撹乱跡地の植生
　Table 1に両調査地に設置した各コドラート内に出現し
た植物の被度（％）を示す。調査地 Aの出現種は 33種確
認され，維管束植物 12種，蘚苔類 10種，地衣類 11種であ
り，蘚苔類および地衣類の優占度が高かった。優占種はハ
イイロキゴケ，ハナゴケ，コケモモであり，イタドリの被
度は全コドラートで低かった。維管束植物のうち 5種が木
本植物の稚樹で，カラマツは全コドラートに出現し，カラ
マツ以外の木本植物は出現したコドラート数は少なく，被
度も低かった。調査地 Aのみに出現する種は 19種で，ハ
ナゴケ，ミヤマハナゴケ（Cladonia stellaris）などであっ
た。調査地 Bの出現種は 23種確認され，維管束植物 13種，
蘚苔類 8種，地衣類においてはハイイロキゴケとマキバエ
イランタイの 2種のみであった。イタドリを除いたその他
の種の被度は低かった。全コドラートに出現したのはイタ
ドリを除いて，カラマツのみであったが被度は低かった。
調査地 Bのみに出現する種は 9種で，オンタデ，キオン
（Senecio nemorensis），ミヤマスギコケなどであった。両調
査地に共通して出現した種は 14種であったが，コケモモは
調査地 Aにおいて出現頻度および被度が高く示されてい
るのに対し，調査地 Bでは 1カ所のみの出現であった。カ
ラマツ実生および稚樹は両調査地の全コドラートに出現が
みられた。
　2．イタドリの生育状態
　調査地 Aおよび Bの全コドラート内（合計 250 m2）にお
けるイタドリの出現数では，それぞれ 174個体および 969
個体が生育しており，調査地 Bの個体数は調査地 Aの約
5.5倍であった。
　Fig. 2に出現個体のパッチサイズ別分布を示す。5 cm以
上のイタドリパッチは調査地 Aで 158個体，調査地 Bで
243個体で，パッチサイズ 5 cm以下（当年生実生）はそれ
ぞれ 16個体および 726個体であった。調査地 Aのパッチ
サイズ分布は 5～25 cmに集中しており，25 cmのサイズを
境に個体数は急激な減少を示した。最大サイズは 60 cm
で，1個体のみであった。調査地 Bのパッチサイズの分布
は，5 cm未満の当年生実生個体に集中しているが，大きな
パッチを形成しているものも多く，最大パッチサイズは
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365.0 cmであった。5 cm未満の個体を除けば，調査地 Bで
のパッチサイズ分布は緩やかな逆 J字型を示した。それぞ
れの平均パッチサイズは，19.6（±10.2）および 40.7（±44.4）
であった（p＜0.01）。
　3．イタドリパッチへのカラマツ実生の定着と齢構成
　Fig. 3にマイクロサイト別のカラマツ実生の齢構成を示
す。調査地 Aではカラマツ実生のマイクロサイトとして，
イタドリパッチ内，他の植物がまったく生育していない裸
地上，直径が数十 cm程度の岩石周囲，雪崩時に流されて
きたと思われる倒木上およびコケマット上の五つが確認さ
れた。調査地 Aの全コドラート内には 392個体のカラマツ
実生がみられ，うち当年生個体が全体の 7割を占めていた。
各マイクロサイトに定着していた個体数はイタドリのパッ
チ 75個体，裸地上 128個体，岩石周辺 65個体，倒木上 50

個体およびコケマット 74個体であった。当年生個体は裸地
上に多く定着していたが，齢が上がるにつれその個体数は
全マイクロサイトで急激に減少した。調査地 Bではイタド
リパッチ内，裸地，岩石周辺，倒木がマイクロサイトとし
て確認できたが，倒木自体の本数は少なかった。全コドラー
ト内では 214個体のカラマツ実生がみられ，イタドリパッ
チに 7割以上の実生が定着し，その多くは 3年生個体で
あった。全体に当年生個体は少なく，イタドリパッチ以外
では齢が上がるほど個体数は減少した。
　4．表層土壌の状況
　Fig. 4に両調査地の深さ別土壌粒径組成を示す。調査地
Aにおける表層部の粒径組成は 0.2 cm未満から 1.0 cmの
細かい礫が多く（48.1％），下層部でも 0.2～1.0 cmの礫が
51.8％を占めていた。両層の比較では，表層において 3.0～

Table 1.　Cover class of two study site communities.
Study site A Study site B

Species　　　　　　　　　　　　　　　Plot No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

V* Reynoutria japonica 2 3 2 2 2 2 2 1 2 1 5 4 4 5 4 5 4 4 4 5 

V Larix kaempferi ** 1 2 1 1 3 2 1 1 1 1 + + + + + + + + + +
L* Stereocaulon vesuvianum 5 4 3 3 5 4 3 4 2 2 + + + +
V Vaccinium vitis-idaea 4 4 1 5 4 5 2 3 +
L Cetraria ericetorum 1 3 1 1 3 1 2 2 + + + + +
V Campanula punctata var. hondoensis 3 3 + 1 1 1 2 1 + 2
M* Polytrichum piliferum + 1 1 1 + + + 1
V Sarix reinii ** 1 1 + 1 + +
M Racomitrium lanuginosum　 + + + + 1 + + + + + 1 + +
M Racomitrium sudeticum 1 + + + + + + +
V Alnus maximowiczii ** + + + + + + +
M Pogonatum sphaerothecium + + + +
M Cynodontium polycarpum + +
V Arabis serrata + 1 1 1

L Cladonia rangiferina 5 2 2 3 5 2 4 5 2 2 
L Cladonia stellaris 1 3 1 2 + 2 1 +
L Cladonia pleurota + + + 1 1 
L Cladonia nigripes 1 1 + + +
L Cladonia pleurota 1 + +
V Betula ermanii ** + 1 
M Dicranum nipponense 1 
V Abies veitchii ** + + +
L Cladonia ceratophyllina + +
M Dicranum polysetum + +
V Rhododendron brachycarpum ** + +
L Cetraria hepatizon +
L Cladonia krempelhuberi +
M Arctoa fulvella +
M Dicranum flagellare +
L Cladonia merochlorophaea +
V Clematis ochotensis +
V Sorbus commixta ** +
M Grimmia spp. +

V Pleuropteropyrum weyrichii var. alpinium 1 1 1 + 2 1 + 1
V Senecio nemorensis 1 1 1 + 1 1 + +
M Pogonatum alpinum 2 +
M Polytrichum juniperinum + +
V Hedysarum vicioides + 1 +
V Artemisia princeps + + +
V Artemisia pedunculosa +
M Racomitrium spp. +
V Poaceae spp. +

Number of species in each plot 12 17 13 13 20 12 14 12 11 9 11 8 10 12 7 9 5 8 7 8

* V, Vascular plant; M, Moss; L, Lichen. ** Seedling.
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5.0 cmの粒径サイズが有意に多いことが認められた（p＜ 
0.05）。一方，調査地 Bの表層部では粒径サイズによる含有
率の偏りは小さく，表層面には 10.0 cm程度の大礫も含ま
れて構成されていた。しかし，下層部の含有率では，0.2 cm
未満の礫が 40.8％，0.2～1.0 cmが 33.4％と，細かい礫の含
有率が 7割を超していた。両層の比較では，1.0～3.0 cmの
粒径サイズ以外で有意差が認められた（p＜0.05）。調査地
間の比較では，表層部においてすべてのサイズで有意差が
認められた（p＜0.01）。また，下層部では 0.2～1.0 cm，
1.0～3.0 cm，および 5.0 cm以上の 3区分の粒径サイズで有
意差が認められた（p＜0.05）。

IV.　考　　　　　察

　新しい撹乱跡地である調査地 Bにみられたイタドリの
パッチ内には，調査地 Aのパッチ内に比べ，より多くのカ

ラマツ実生が定着していることが示され，その樹齢も高い
ものが多いことが確認された（Fig. 3）。イタドリパッチ以
外のマイクロサイトでは裸地か岩石周辺にカラマツ実生が
みられたが，その多くは当年生であり齢が上がるにつれて
その数は急激に減少している。すなわち，その大部分が当
年生の内に枯死しているとみられる。それに対し，イタド
リパッチに定着しているカラマツ実生は，その他のマイク
ロサイトに定着しているものより齢を増した 3年生以上の
個体が占める割合が多い。高木・丸田（1996）は，実際に
イタドリパッチ内と裸地に生育しているカラマツを比較
し，イタドリパッチに定着しているカラマツの方が著しく
成長がよいことを述べている。調査地 Bのようなガレ地で
はその表層は常に動いていることが知られており（大賀・
沼田，1971），イタドリパッチに定着したカラマツ実生は乾
燥や地表撹乱などの物理的環境から守られ，当年生の多く
が枯死せずに生育できると考えられる。また，Adachi et 
al.（1996）は富士山砂礫地においてイタドリのパッチサイ
ズとその中に侵入する種数の関係を報告し，その中でパッ
チ面積が 1 m2を超すと，侵入する種数はほぼ面積に対して
直線的に増えていくことを示している。調査地 Bの平均
パッチサイズは 40.7 cmと調査地 Aの 19.6 cmよりも大き
く，最大のパッチサイズのものでは 365.0 cmの個体も出現
していた（Fig. 2）。このことが調査地 Bのイタドリのパッ
チに多くのカラマツの定着を可能にしていた原因であると
考えられる。もし，今後大規模な撹乱が起こらなければ，
高橋・梨本（1980）が指摘するような，カラマツを中心と
してミネヤナギやダケカンバ，ミヤマハンノキの侵入によ
る一次遷移が進行することになるだろう。
　大規模な撹乱を受けた裸地に植物が定着するには，まず
そこに種子が散布され定着する必要がある。10月末から 11
月にかけて成熟したイタドリの種子は土壌表面に散布され
るが，散布後にその場にとどまるもの，風や水の移動など
により別の場所へ運ばれるものなどその行き先はさまざま
である。Fig. 4から調査地 Bの土壌表面は空隙が多い大礫
で構成されていることが理解され，かつその下層部には細
礫の割合が急増することが示された。Anisuzzaman and 

Fig. 2.　 Number of individual distributions for the 
patch size class of Reynoutria japonica in the 
study sites A and B.

Fig. 3.　 Number of Larix kaempferi seedlings growing 
on the five microsites, Reynoutria japonica 
patch, bare ground, around rock, fallen log and 
moss mat, in the study sites A and B.

Fig. 4.　 Rate of content for grain size divided five 
classes in two depth layers, 0～5 cm and 5～
10 cm.
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Masuzawa（2002）は富士山高山帯域において，土壌粒子サ
イズが細かくなるほどイタドリやオンタデの大きな種子は
土壌に捕捉されにくくなると述べている。また，Chambers 
et al.（1991）はアメリカ合衆国モンタナ州の高山帯砂礫地
での実験で土壌への種子の侵入様式について模式化してお
り，同様にサイズの大きな種子（Fetuca idahoensisなど）
は小さな粒径の土壌表面に入ることができないが，サイズ
の小さな種子（Cerastium arvenseなど）はほとんどの粒径
サイズの土壌中に入ることができると報告している。イタ
ドリの実生個体数が調査地 Aよりも調査地 Bにおいて格
段に多く分布していた理由として，散布された種子が礫サ
イズの大きい調査地 Bの土壌表面に多く捕捉されたから
ではないかと考えられる。多くの実生定着が可能となる調
査地 Bのイタドリは，年を経るにつれ個体数の減少はみら
れるものの，パッチサイズの大きな個体にまで成長できる。
反対に，調査地 Aでは，細かな礫で地表面が覆われており
（Fig. 4），調査地 Bに比べ種子が土壌中に捕捉されにくく
実生数も少なくなることが推察できる。
　イタドリパッチあたりのカラマツ実生定着本数（実生数
をパッチ数で割った値）でみると，調査地 Aでは 0.43個
体，調査地 Bでは 0.22個体となり，調査地 Aのイタドリ
はパッチ数が少なく，かつサイズが小さいながらもカラマ
ツの実生の定着に貢献しているようにみえる。しかしなが
ら，古い撹乱跡地である調査地 Aのイタドリパッチ内で
は，カラマツ実生は当年生個体がほとんどであり，2年生
以降では枯死する可能性が高いことも示している。
　調査地 Aでは，調査地 Bとは異なりその他のマイクロサ
イトにもカラマツ実生が定着していた。とくに，裸地では
他のマイクロサイトに比べ高い定着個体数を示した。調査
地 Aの土壌表面には細かな礫が多く堆積していた（Fig. 
4）。大賀・沼田（1971）によると，時間の経過に従い，火
山礫は風化作用によって細分化され，植物の生育に適した
粒度組成をもつ土壌が形成されるとしている。これがカラ
マツの散布種子を補足することに寄与した可能性がある。
また，調査地 Aではカラマツの母樹となりうる立木が，あ
る程度点在しているため，種子供給が十分に行われた結果
でもある。しかしながら，前述の通りほとんどが当年生個
体であり，齢が上がるにつれ急激に個体数が減少していた。
調査地 Aのような古い撹乱跡地では，地表面に堆積した細
礫によりカラマツの種子が補足され発芽するまでに達する
が，冬季における積雪や融雪時における地表面の礫移動な
どの撹乱により，2年生以上まで成長する個体が著しく減
少すると推測される。このことが，調査地 Aにおいてカラ
マツの閉鎖林分が形成されない要因であろうと思われる。
　両調査地における植生は，古い撹乱跡地である調査地 A
においてもシラベ，ハクサンシャクナゲなどの極相構成樹
種が優占的に生育する遷移段階に至ってはおらず，亜高山
帯の極相林分に一般的にみられるイワダレゴケ（Hylco-
mium splendens）やタチハイゴケ（Pleurozium schreberi）な
どの大型の蘚類も欠いている（Table 1）。南ら（2000）は，

調査地 A周辺の森林内で林床植生の報告を行っているが，
イワダレゴケやタチハイゴケを中心とする亜高山帯極相林
に一般的な種がみられたとしている。しかし，調査地 A内
ではハイイロキゴケなどの地衣類が優占種となっている
（Table 1）。ハイイロキゴケは岩上性で乾燥した立地を好
み，ハナゴケも同様に乾燥した地上や岩上などに群生する
種であり（吉村，1963），これらのことからも調査地 Aが
遷移段階途中相であることを示している。一方で，イタド
リの調査コドラート内においてコケモモの優占度が高く示
され，局所的に遷移が進行しているとも考えられる。大賀・
沼田（1971）はコケモモの優占するところは土壌が発達し，
水分条件に恵まれていると述べており，コケモモの分布状
態から判断すると調査地 Aの土壌は発達してきていると
いえる。丸田（1981）は，イタドリは実生から出発した 1
個体が，地下茎による成長で直径 6 mのパッチにまで拡大
すると述べている。調査地 Aのイタドリは最大のパッチで
も 60 cm（長径 70 cm×短径 50 cm）で，健全に生育してい
るとは言い難い状態であり（Fig. 2），地下茎の発達が何ら
かの要因によって妨げられているからであると思われる。
これらから推測すると，コケモモの侵入による競争がイタ
ドリのパッチ拡大を抑制している可能性があると考えられ
る。いずれにしても，カラマツなどの高木種の侵入が未だ
進んでおらず裸地も多いため，調査地 Aのイタドリが遷移
の次のステージで優占する種に好適な環境を提供し，遷移
を進めるナースプラントとしての機能（高木・丸田，1996）
を十分に果たしているとは考えられない。

　本研究を進めるにあたり，山梨県環境科学研究所の中野
隆志博士には，調査許可の取得や調査に対する助言をいた
だいた。厚く御礼申し上げる。
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